
三重大学にとって重大な脅威になる自然災害について

事 象 巨 大 地 震 大 型 台 風 集 中 豪 雨

事 象
の

概 要

・南海トラフ巨大地震
①Ⅿ９クラスの大きな

地震動
②津波の襲来

・県内活断層地震

・発達した台風の通過に
よる
①暴風被害
②豪雨被害

・激しい雨による洪水被
害。

予 知
・必ず起きるが時期の予知

は不可能

・進路や暴風域の変動
降水量や潮汐変化の
予測は可能

・降雨時間、降水量の
予測は可能

被 害

・学内の地震被害
・学内随所における液状化
・学内の津波被害

・樹木の倒壊
・小規模建物の倒壊
・窓ガラスの破壊・飛散
・飛来物による建屋損壊

・堤防等の越水、決壊に
よる志登茂川と支流の
氾濫

・学内低地の冠水

対 策
・平素から準備を行うこと

により、ダメージをある
程度コントロールできる。

・事前の気象情報により自身の行動や防災上の対策を
講じることは可能である。

備えることは、生き残るチャンスを多くする。

三重大生は、「何をどう備えるべきか？」
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